
授業科目名 在宅看護の実践

単位 1単位

時間数 20時間 学年 ２年次

授業形態 講義 開講時期 後期

１．在宅看護技術

　１）訪問のマナー

　２）日常生活援助

　　　・食事の援助

　　　・排泄の援助

　　　・清潔の援助

　　　・移動の援助

１．家庭訪問　初回訪問　在宅療養における看護過程の展開技術

２．在宅看護論領域の看護師国家試験出題状況

３．在宅の環境調整

４．ターミナル期の訪問看護について

５．「そして命に寄り添う」ＤＶＤ視聴

６．演習：足浴　睡眠清潔のついて講義

７．演習：洗髪

８．演習：清拭

９．移動　良肢位と移乗　DVD視聴

10．終講試験

テキスト

評価の方法・基準 筆記試験

在宅療養を考える技術　在宅看護論②　　メディカ出版

担当者 野村　伊保美　　

授業の
到達目標

在宅看護で必要とされる看護技術や在宅看護の基本を学ぶことができる。

授業の概要

授業計画


